













































































































































緑豊かな地で  青春謳歌を ── 水田理事長
  学位記授与式 2014.3.20

















































  水田理事長　埼玉県知事とテレビ対談 2014.3.30





























































































































































































































































































































































































































































































日 々 作 業 を
行っています。
８月上旬には
花蓮会場でイ
ベントを行う予
定で、「光竹の
祈り～宵の光
明～」と題し、竹を使いロウソクの明かりだけで
会場を照らす幻想的な世界を表現します＝写
真左下。多くの方々に会場にお越
しいただけるようよろしくお願いいた
します。また、イベントの詳細につき
ましては毛呂山町ホームペ ジーなど
で紹介する予定です。主催は毛呂
山町観光協会、後援は毛呂山町。
問い合わせは、町産業振興課商工
観光係へ（049-295-2112内線
175）。
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学園ミニニュー ス
ニュース〈
■ 第286回「化学科コロキウム」
　今年度初の理学部の化学科コロキウムが４月25日、開催されました。今年が国連
の「世界結晶年」に当たることから、元国際結晶学連合会長で東京工業大学名誉
教授の大橋裕二先生が「現代結晶学誕生100年の歴史―世界結晶年2014を記念
して―」と題して講演をされました＝写真。レントゲンによって発見されたＸ線の本質
解明までに約20年かかったことや、新進の若手と大御所的な存在との間の不協和
音があった前半の50年の中で、日本の研究者の功績にも言及されました。後半の50
年は、先生も手がけた測定器の進歩や解析のためのコンピューターの進歩が重なって今日に至っていることを説明されました。
　大橋先生は今後の科学の発展、特に結晶学で、これまで観測できなかった現象を見つけ、その現象を観察する方法を開発し
ようという芽を育てる必要があることを強調して講演を結びました。講演後、先生は研究への具体的なアドバイスもされました。
■ ＪＭＢＡスカラーシップ奨学金授与式
　連携協定を結んでいる大連理工大学管理学院からの大学院生（ＭＢＡ）を対象にした「ＪＭＢＡスカラーシップ奨学金」の授
与式が５月13日、紀尾井町キャンパスで行われました。今回、授与されたのは、顧則嘉さん▽呉貫英さん▽張青雲さん▽陳奇さ
ん▽劉瀟さん。水田宗子理事長が「城西の大学院で、できる限り学んでください。いま日本と中国の関係は悪い状況にあります
が、この時だからこそ人間の交流、学問・文化の交流を活発にしなければいけません。日本のさまざまなことを学んでください」と
話し、賞状を授与しました。授与者を代表し、張さんが「城西で学んで、将来、世界のどこに行っても通用する実力をつけたい」と
述べました。
■ 経営学部の「メディア論」講義
　毎日新聞社の協力で今年も前期講座がスタ トーしました。今年で３回目。各専門
分野で活躍する論説委員や一線の記者のほか、広告局の女性社員も登場し、メ
ディアの現状や活用の仕方を紹介します。
　４月１０日の第１回目はガイダンスを兼ねて、城島徹・「教育と新聞」推進本部委員
で元ヨハネスブルク支局長が「異文化理解と報道」をテーマに講義。学生たちは、
サッカ Ｊーリーグで浦和レッズが無観客試合の処分を受けたゲームの新聞コピーを
もとに、少人数のグループに分かれて自己紹介と記事の感想を述べ合いました。前
期、後期の最後の講義では、「ニュース時事能力検定」の模擬版に挑戦します。
■ オープンキャンパスがスタ トー
　今年も本格的なオープンキャンパスが５月17日から始まりました。この日は多くの
高校生や保護者が新緑に映えるキャンパスを訪れました。参加者たちは、在校生た
ちが担当した受付＝写真＝で資料や食券、記念品の箸を受け取り、模擬授業を見
学したり、学生による相談コーナーを訪れたりしました。入試説明会や保護者説明
会ではメモを取りながら熱心に聴き入る参加者の姿がありました。オープンキャンパ
スはこの日を含め、９月28日まで計８回行われます。
■ 危険物取扱者に９人が合格
　理学部化学科の卒業生は、消防法で定める危険物（薬品）を取り扱う機会が多いため、危険物取扱者国家試験への受験を
勧めています。昨年度は９人の学生が試験に合格しました。内訳は、消防法で定められているすべての危険物の取り扱いとそ
の保安監督者である甲種危険物取扱者が５人、免状で指定されている特定の危険物を取り扱うことができる乙種危険物取扱
者が４人。また、高圧ガス乙種化学製造保安責任者と高圧ガス第２種販売主任者にも各１人が合格しました。
メディア論講義の様子
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